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売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします
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収益物件（大阪市旭区）
２億円　年間利回り約10％
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地下鉄千林大宮徒歩３分

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

売り物件（東大阪市）
3000万円　
土地建物付き　チェア２台
新池島ガレージ付

（第三種郵便物認可） ２０１２年９月２５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

強
食
路
線
の
政
治
が
残
し

た
も
の
は
、
医
療
崩
壊
や

貧
困
・
格
差
拡
大
な
ど
の

社
会
問
題
だ
っ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
同
じ
路

線
上
に
あ
る「
維
新
改
革
」

で
は
、
国
民
生
活
も
日
本

経
済
も
悪
化
の
一
途
を
た

ど
る
こ
と
は
、歴
史
が
証

明
し
て
い
る
。

　

協
会
は
、
維
新
の
弱
者

切
り
捨
て
の
「
改
革
」
方

針
と
対
峙
し
、
総
選
挙
に

向
け
社
会
保
障
削
減
・
財

界
優
遇
一
辺
倒
の
政
治
か

ら
の
抜
本
転
換
を
訴
え
て

い
く
。
幅
広
い
市
民
や
団

体
と
共
同
し
、
憲
法
に
根

ざ
し
た
社
会
保
障
の
充
実

に
全
力
を
尽
く
す
。

維
新
八
策

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
は
12

日
、
新
党
「
日
本
維
新
の

会
」
の
結
党
を
宣
言
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
は
民
主
・

自
民
の
党
首
選
を
追
い
な

が
ら
、
維
新
を
第
３
極
と

し
て
持
ち
上
げ
て
い
る
。

　

８
月
末
に
公
表
し
た

「
維
新
八
策（
案
）」
は
、

日
本
の
「
グ
レ
ー
ト
リ
セ

ッ
ト
」を
掲
げ
、脱
・
中
央

集
権
を
主
張
し
た
。
衆
院

定
数
の
半
減
や
参
院
廃

購
入
や
大
型
開
発
を
進
め

る
た
め
に
住
民
向
け
の
施

策
を
削
っ
た
結
果
、
国
保

料
滞
納
率
や
生
活
保
護
率

は
全
国
最
悪
に
。
生
活
悪

化
が
深
刻
化
し
、
消
費
が

冷
え
込
み
、
大
阪
経
済
は

衰
退
し
た
。
客
観
的
に
み

ビ
ス
を
削
る
し
か
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
通
り
、
地

方
財
政
の
悪
化
を
招
く
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

外
交
・
防
衛
の
基
本
姿

勢
は
、
日
米
同
盟
不
可

侵
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
や

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
は
、
容

ど
、
改
悪
方
針
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
。
一
方
で
、「
競

争
力
強
化
」
の
名
目
で
進

め
る
の
は
、「
解
雇
規
制

の
緩
和
」
や
「
イ
ン
フ
ラ

整
備
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」
な

ど
、財
界
垂
涎
（
す
い
ぜ

ん
）
の
政
策
だ
。

止
、
憲
法
改
定
発
議
要
件

の
緩
和
な
ど
の
政
策
ば
か

り
が
注
目
を
集
め
る
が
、

目
指
す
社
会
像
に
は
、「
自

立
す
る
個
人
」や
「
競
争

力
強
化
」な
ど
、あ
ら
ゆ
る

分
野
で「
自
立
」「
競
争
」を

強
調
。
社
会
的
弱
者
へ
の

れ
ば
、「
改
革
」
は
大
失

敗
だ
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ

は
橋
下
氏
の
〝
実
績
〟
を

黙
認
し
て
い
る
。

　

市
場
原
理
に
基
づ
く
新

自
由
主
義
に
徹
し
た
「
八

策
」の
方
針
は
、小
泉「
構

造
改
革
」と
重
な
る
。弱
肉

認
す
る
方
向
だ
。

　

大
阪
で
は
、
４
年
半
に

及
ぶ
橋
下
「
改
革
」
で
、

府
の
借
金
残
高
は
約
５
千

億
円
増
え
、
過
去
最
大
の

６
兆
３
２
０
３
億
円
（
12

年
度
）
に
ま
で
膨
れ
上
が

っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル

　

総
選
挙
の
一
大
争
点
と

な
る
消
費
増
税
の
是
非
に

つ
い
て
は
明
言
を
避
け
、

「
消
費
税
の
地
方
税
化
」と

「
地
方
交
付
税
の
廃
止
」を

訴
え
る
。
し
か
し
、
橋
下

氏
自
身
、実
現
し
て
も「
消

費
税
を
上
げ
る
か
、サ
ー

論
が
貫
か
れ
て
い
る
。

　

医
療
・
社
会
保
障
で

は
、
▽
公
的
保
険
の
範
囲

の
見
直
し
▽
軽
症
患
者
の

自
己
負
担
増
▽
混
合
診
療

の
完
全
解
禁
▽
生
活
保
護

基
準
の
見
直
し
と
医
療
扶

助
の
自
己
負
担
制
―
―
な

公
的
支
援
や
国

民
生
活
の
視
点

は
皆
無
で
、
極

端
な
自
己
責
任

　

経
税
部
は
８
月
25
日
、
税

務
調
査
対
策
講
習
会
を
開

き
、会
員
32
人
が
参
加
し
た
。

講
師
は
協
会
顧
問
税
理
士
団

の
疋
田
英
司
副
団
長
が
務

め
、
２
０
１
３
年
１
月
１
日

施
行
の
国
税
通
則
法
を
巡
っ

て
税
務
調
査
と
ど
う
向
き
合

う
か
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

疋
田
氏
は
、
は
じ
め
に

「
憲
法
の
目
的
の
実
現
の
た

め
に
、
国
民
は
勤
労
・
教
育

・
納
税
の
義
務
が
あ
り
、
国

民
主
権
を
税
制
上
表
す
も
の

と
し
て
、
１
９
４
７
年
に
申

告
納
税
制
度
が
で
き
た
」
と

成
り
立
ち
を
紹
介
。
国
民
は

自
主
的
に
適
正
な
申
告
と
納

税
を
行
う
が
、
税
務
知
識
の

不
足
を
補
い
、
正
し
く
導
く

た
め
に
税
務
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
説
明
し
た
。

　

納
税
者
の
申
告
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
、
納
得
で
き
る

よ
う
に
説
明
し
、
適
正
な
申

告
を
指
導
す
る
の
が
税
務
調

査
の
趣
旨
だ
。
し
か
し
、
疋

田
氏
は
「
と
も
す
れ
ば
性
悪

説
に
基
づ
く
調
査
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
」
と
指
摘
。

「
納
税
者
権
利
憲
章
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
税
通

則
法
に
は
権
利
保
護
は
明
記

さ
れ
な
か
っ
た
」と
述
べ
た
。

　

同
法
で
は
、
新
た
に
調
査

の
事
前
通
知
が
制
度
化
さ
れ

た
。
調
査
の
日
時
や
目
的
、

対
象
税
目
な
ど
を
通
知
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、「
以
前
の
よ
う
な
不

明
瞭
な
調
査
は
な
く
な
る
と

思
わ
れ
る
」
と
話
し
た
。
最

も
問
題
と
な
る
の
は
、
帳
簿

書
類
の
提
示
・
提
出
、
留
め

置
き
と
い
う
調
査
権
限
が
強

化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
税

務
調
査
は
、
あ
く
ま
で
も
任

意
で
あ
り
、
罰
則
規
定
が
で

き
た
と
は
い
え
、
納
税
者
の

納
得
な
し
に
調
査
で
き
な
い

の
が
原
則
で
あ
る
。「
調
査

は
犯
罪
捜
査
で
は
な
い
。
納

税
者
の
権
利
は
し
っ
か
り
主

張
し
、
税
務
職
員
と
対
等
に

渡
り
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」
と
強
調
し
た
。

　

協
会
は
９
日
に
第
17
回
理

事
会
を
開
き
、
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
改
悪
を
止
め
さ

せ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
案
成
立
を
許
さ
な

い
運
動
を
秋
か
ら
年
末
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

８
月
10
日
に
成
立
し
た
社

会
保
障
改
革
推
進
法
で
は
自

助
自
立
を
基
本
に
、
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
給
付
範
囲

を
狭
め
、
民
間
保
険
参
入
の

機
会
を
増
や
す
な
ど
の
問
題

が
あ
る
こ
と
を
、
引
き
続
き

機
関
紙
を
中
心
に
会
員
・
市

民
に
訴
え
て
い
く
。

　

法
案
成
立
阻
止
の
た
め
に

取
り
組
ん
だ
「
安
心
医
療
を

求
め
る
請
願
署
名
」
や
「
消

費
税
増
税
反
対
会
員
署
名
」

に
寄
せ
ら
れ
た
怒
り
の
声
を

機
関
紙
で
紹
介
し
、
民
自
公

三
党
密
約
に
道
理
が
な
い
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

　

近
く
あ
る
と
い
わ
れ
る
総

選
挙
で
は
維
新
の
党
が
第
３

極
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
は
、「
橋
下

維
新
の
会
」
の
地
元
の
協
会

と
し
て
、
保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
の
各
協
会
に
橋
下
氏
が

知
事
時
代
に
や
っ
て
き
た
こ

と
、
大
阪
市
長
と
し
て
進
め

て
い
る
こ
と
の
問
題
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
が
11
月
４
日
に

開
く
市
民
講
座
「
口
は
命
の

入
り
口
、
心
の
出
口
」
は
、

多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
新
聞
社
に
後
援
依

　

募
集
は
院
長
が
希
望
す
る

人
が
２
～
３
人
く
れ
ば
成

功
、採
用
し
て
は
い
け
な
い
の

は
独
り
善
が
り
な
人
―
―
。

大
阪
市
北
部
と
東
部
地
区
が

２
日
に
保
険
医
会
館
で
開
い

た「
間
違
っ
た
ス
タ
ッ
フ
選

び
―
失
敗
例
か
ら
学
ぶ
」で
、

講
師
の
桂
好
志
郎
氏（
協
会

顧
問
社
労
士
）は
強
調
し
た
。

　

桂
氏
は
始
め
に
、
労
働
法

に
よ
る
違
反
事
業
場
比
率
で

医
療
保
険
業
が
ト
ッ
プ
で
あ

る
こ
と
を
説
明
、
求
人
を
か

け
て
も
応
募
が
来
な
い
の
は

医
院
側
に
問
題
が
あ
り
、
院

長
の
姿
勢
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
改
善
は
し
な
い
と
述
べ

た
。
良
い
職
場
に
は
良
い
人

材
が
集
ま
る
。
魅
力
あ
る
職

場
環
境
に
す
る
に
は
、
①
自

己
実
現
②
人
間
関
係
③
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
④

休
日
⑤
所
定
労
働
時
間
⑥
給

与
⑦
ス
キ
ル
が
い
か
せ
る
―

―
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

　

勤
務
先
変
更
の
理
由
は
①

人
間
関
係
②
給
与
・
待
遇
③

仕
事
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

―
―
の
た
め
が
各
々
10
％
以

上
で
あ
る
と
、
日
本
歯
科
衛

生
士
会
の
勤
務
実
態
調
査
報

告
書
を
紹
介
。
ま
た
、
就
職

先
の
探
し
方
と
し
て
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
１
位
、
友
人
・
知

人
か
ら
の
紹
介
が
２
位
で
あ

る
と
述
べ
、
お
金
に
余
裕
が

あ
れ
ば
求
人
広
告
で
は
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

に
回
す
べ
き
だ
と
話
し
た
。

　

面
接
で
は
、
集
団
面
接
方

式
を
と
る
こ
と
や
質
問
準
備

を
し
て
お
く
な
ど
、
見
本
を

示
し
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

面
接
で
迷
っ
た
ら
も
う
一
度

面
接
を
す
る
と
し
、
そ
こ
で

ま
た
新
た
な
一
面
が
見
え
て

く
る
こ
と
も
あ
る
と
し
た
。

　

新
規
採
用
者
受
け
入
れ
の

前
後
の
雇
用
管
理
で
は
、
現

在
い
る
職
員
と
の
整
合
性
を

持
た
せ
る
こ
と
、
２
～
３
年

後
を
見
据
え
て
考
え
て
い
く

こ
と
、
採
用
人
数
は
ゆ
と
り

を
持
つ
こ
と
、
シ
フ
ト
を
う

ま
く
変
更
す
れ
ば
人
件
費
は

上
が
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、

新
規
採
用
は
医
院
全
体
が
高

ま
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と

強
調
し
た
。
当
日
は
歯
科
医

師
ら
40
人
が
参
加
し
た
。

い
」
と
指
摘
。
11
事
業
・
施

設
に
つ
い
て
、「
暮
ら
し
や
大

阪
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
し

て
、計
画
の
撤
回
を
求
め
た
。

　

市
立
住
吉
病
院
に
つ
い
て

は
、「
西
成
・
住
之
江
区
域
に

お
け
る
小
児
・
周
産
期
医
療

を
担
う
唯
一
の
病
院
」
と
述

べ
、存
続
・
発
展
を
求
め
た
。

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
８
月
31

日
に
提
出
し
た
。

　

府
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
一

方
で
、「
関
空
リ
ニ
ア
や
カ

ジ
ノ
な
ど
大
規
模
開
発
を
推

進
す
る
こ
と
に
は
道
理
が
な

　

協
会
は
、
大
阪
府
市
統
合

本
部
が
民
営
化
や
統
廃
合
を

打
ち
出
し
た
地
下
鉄
・
バ
ス

事
業
や
市
立
住
吉
病
院
な
ど

11
事
業
・
施
設
に
つ
い
て
、

維
持
・
存
続
を
求
め
る
パ
ブ

頼
す
る
こ
と
や
チ
ラ
シ
、
ポ

ス
タ
ー
で
の
宣
伝
に
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

「
歯
周
病
治
療
に
よ
る
糖

尿
病
指
標
の
改
善
に
関
す
る

研
究
」
に
参
加
す
る
歯
科
会

員
を
増
や
し
て
い
く
た
め
改

め
て
理
事
を
始
め
と
す
る
役

員
に
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

歯
援
診
に
つ
い
て
の
研
修

会
の
２
回
目
を
12
月
１
日
に

行
う
こ
と
、
救
急
薬
品
セ
ッ

ト
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
会

員
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
体
制
を
取
る
こ
と
に
し

た
。

　

今
後
、
税
務
調
査
の
強
化

が
予
測
さ
れ
る
が
、
恐
れ
る

こ
と
な
く
し
っ
か
り
主
張
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
確
認
で

き
た
講
習
会
だ
っ
た
。

�

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

強化された税務調査権限への対策を学んだ
＝８月25日、大阪市内　　　　　　　　　
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〝
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の
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「
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フ
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会
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く
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